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は
じ
め
に

　

春
を
代
表
す
る
木
、
そ
れ
が
ツ
バ
キ
で
あ
る
。
ツ
バ
キ
に
「
椿
」
の
字

を
あ
て
る
の
は
、
柊

ひ
い
ら
ぎ・

榎
え
の
き

同
様
、
こ
の
木
に
季
節
―
春
を
感
じ
て
い
た
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
古
代
日
本
人
が
ツ
バ
キ
の
名
を
与
え
た
植
物
は
、

今
で
も
我
々
が
目
に
す
る
常
緑
喬
木
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
中
国
で
「
椿ち

ん

」
の
字
が
示
す
植
物
は
、
い
わ
ゆ
る
「
香

ち
ゃ
ん
ち
ん

椿
」

と
呼
ば
れ
る
、
夏
に
花
を
咲
か
せ
る
落
葉
喬
木
で
、
古
来
、
長
寿
の
木
と

さ
れ
て
い
る
（
『
荘
子
』「
逍
遥
遊
」
）
。
日
本
の
ツ
バ
キ
と
は
別
物
な
の
だ
。

中
国
で
は
ツ
バ
キ
の
こ
と
を
「
海
石
榴
」
（
海
外
か
ら
来
た
石ざ

く

ろ榴
に
似
た

実
を
つ
け
る
木
の
意
と
い
う
）
・
「
海
榴
」
・
「
山
茶
」
と
表
記
さ
れ
、
原
産

地
は
日
本
と
も
さ
れ
る
。
日
本
で
も
「
海
石
榴
」
「
海
榴
」
と
表
記
さ
れ

る
が
、

　

①
海
榴　

字
は
或
は
椿
に
作
る　
　
　
　
　
　
　
　

（
出
雲
国
風
土
記
）

と
あ
り
、
「
椿
」
の
字
を
当
て
る
こ
と
は
、
奈
良
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
い

た
（
１
）

。
つ
ま
り
古
代
に
お
い
て
、
ツ
バ
キ
は
春
の
木
で
あ
る
、
と
の
認
識
が

広
く
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

古
く
は
「
ツ
バ
キ
」
と
い
え
ば
、
春
に
花
を
咲
か
せ
る
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
（
ヤ

マ
ツ
バ
キ
）
の
こ
と
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
近
世
・
寛
永
年

間
以
降
に
な
る
と
、
ツ
バ
キ
の
改
良
が
盛
ん
に
な
さ
れ
、
400
～
500
種
に
も

の
ぼ
る
種
類
が
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
日
本
人
は
、
ツ
バ
キ
を
愛
で
、

特
別
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ツ
バ
キ
に
関
す
る
文
学
と
民
俗
を
通
し
て
、
日
本

人
の
ツ
バ
キ
観
を
探
っ
て
み
た
い
。

 
 
 
 
 
 

一　

春
の
木　

 
『
万
葉
集
』
に
は
、

　

➁��
河
の
上
の
つ
ら
つ
ら
つ
ば
き
つ
ら
つ
ら
に
見
ど
も
飽
か
ず
巨
勢
の
春

野
は　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
(

巻
一
・
五
六
）

 
 

③�

奥
山
に
八
つ
峰
の
つ
ば
き
つ
ば
ら
か
に
今
日
は
暮
ら
さ
ね
ま
す
ら
を

の
伴
〔
三
月
三
日
〕　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

（
巻
一
九
・
四
一
五
二
）

　

④�

あ
し
ひ
き
の
八
つ
を
峰を

の
つ
ば
き
つ
ら
つ
ら
に
見
と
も
飽
か
め
や
植

ツ
バ
キ
の
は
な
し

　
　
飯
　
泉
　
　
健
　
司
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ゑ
て
け
る
君
［
三
月
四
日
］　
　
　
　
　

 
 
 
 

（
巻
二
〇
・
四
四
八
一
）

と
あ
り
、
奈
良
朝
貴
族
は
春
の
木
と
し
て
ツ
バ
キ
を
愛
で
て
い
る
。
う
ら

ら
か
な
春
の
日
の
喜
び
を
実
感
さ
せ
る
に
足
る
植
物
で
あ
っ
た
。
春
、
美

し
く
咲
く
ツ
バ
キ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
防
人
歌
に
、

　

⑤
我
が
門
の
片
山
椿
ま
こ
と
な
れ
汝な

れ

我
が
手
触
れ
な
な
地
に
落
ち
も
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
巻
二
〇
・
四
四
一
八
）

と
い
う
よ
う
に
、
恋
人
の
心
変
わ
り
を
心
配
し
つ
つ
旅
立
つ
防
人
は
、
か

わ
い
く
美
し
い
「
汝
」
＝
妹
を
ツ
バ
キ
の
花
に
例
え
た
の
で
あ
る
。
妹
を

ツ
バ
キ
に
例
え
る
の
は
、
歌
垣
（
男
性
が
女
性
に
求
婚
し
て
愛
を
育
む
行

事
）
が
行
わ
れ
る
春
と
季
節
を
同
じ
う
し
て
花
が
咲
く
こ
と
と
深
く
関

わ
っ
て
い
よ
う
。
恋
愛
を
求
め
る
男
女
が
各
地
か
ら
集
ま
り
、
求
婚
す
る

場
、
そ
れ
は
い
く
つ
も
の
道
が
集
結
す
る
衢

ち
ま
た

で
あ
る
。
衢
で
は
、
目
印
と

し
て
樹
木
が
植
え
ら
れ
て
市
が
開
か
れ
た
。
常
に
緑
を
保
つ
ツ
バ
キ
は
目

印
と
し
て
は
恰
好
の
木
で
あ
っ
た
ろ
う
。
ツ
バ
キ
の
植
え
て
あ
る
市
は

「
海つ

ば
い
ち石

榴
（
つ
ば
き
ち
）

市
」
と
よ
ば
れ
い
た
。
記
紀
・
万
葉
集
・
風
土
記
に
よ
れ
ば
、

豊
後
国
と
大
和
国
に
「
海
石
榴
市
」
が
存
在
し
て
い
た
。
豊
後
で
は
、
ツ

バ
キ
が
生
え
て
お
り
（
『
豊
後
国
風
土
記
』
）
、
大
和
の
海
石
榴
市
で
は
歌

垣
が
行
わ
れ
て
い
た
（
『
日
本
書
紀
』
武
烈
天
皇
条
）
。
ま
た
『
万
葉
集
』

に
は
、

　

⑥
海
石
榴
市
の
八
十
の
衢
に
立
ち
平
し
結
び
し
紐
を
解
か
ま
く
惜
し
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

（
巻
十
二
・
二
九
五
一
）

　

⑦
紫
は
灰
さ
す
も
の
そ
海
石
榴
市
の
八
十
の
衢
に
逢
へ
る
児
や
誰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

　

 

（
巻
十
二
・
三
一
〇
一
）

の
よ
う
に
、
海
石
榴
市
に
お
け
る
、
男
女
の
求
婚
の
歌
を
載
せ
る
。
歌
垣

が
行
わ
れ
る
季
節
は
、「
春
の
山
入
り
」
な
ど
の
民
俗
行
事
同
様
、
春
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
な
ら
ば
男
女
は
、
市
の
シ
ン
ボ
ル
た
る
ツ
バ
キ
、

そ
し
て
美
し
く
咲
く
ツ
バ
キ
の
花
を
目
の
当
た
り
に
し
な
が
ら
、
愛
の
交

歓
を
楽
し
ん
だ
に
違
い
な
い
。
眼
前
の
女
性
の
美
し
さ
を
属
目
の
ツ
バ
キ

を
も
っ
て
表
現
す
る
の
は
当
然
の
な
り
ゆ
き
で
あ
ろ
う
。
想
像
を
逞
し
う

す
れ
ば
、
ツ
バ
キ
の
花
が
咲
き
、
そ
の
蜜
を
求
め
る
蜂
の
出
現
す
る
頃
を

待
っ
て
歌
垣
は
催
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

古
代
人
と
っ
て
ツ
バ
キ
の
花
は
、
生
命
の
芽
生
え
、
性
の
解
放
を
意
味

し
、
春
の
象
徴
、
春
の
到
来
を
告
げ
る
木
で
あ
っ
た
。

　
　
　

二 

照
葉
樹

　

ツ
バ
キ
を
春
の
木
と
し
て
そ
の
花
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、
一
方
で
古

代
人
は
ツ
バ
キ
が
常
緑
樹
で
あ
る
点
に
も
注
目
し
て
い
る
。
日
本
で
は
、

古
来
、
松
な
ど
の
常
緑
樹
を
聖
な
る
木
と
し
て
あ
が
め
る
思
想
が
あ
っ
た
。

ツ
バ
キ
も
そ
の
例
に
も
れ
な
い
が
、
松
の
ご
と
き
針
葉
樹
と
違
い
、
古
代

日
本
人
は
、
ツ
バ
キ
が
照
葉
樹
で
あ
る
点
に
神
聖
さ
を
感
じ
取
っ
て
い
た
。

『
古
事
記
』
歌
謡
に
は
、

　

⑧�

…
…
葉は

び

ろ広
斎ゆ

つ
まつ

真つ

ば

き椿
其
が
花
の
照
り
坐
し
其
が
葉
の
広ひ

ろ

り
坐い

ま

す
は
大

君
ろ
か
も　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
仁
徳
天
皇
条
）

 
 

⑨�

倭
の
こ
の
高
市
に
小
高
る
市
の
高
處
新
嘗
屋
に
生
ひ
立
て
る
葉
広
斎

つ
真
椿
其
が
葉
の
広
り
坐
し
そ
の
花
の
照
り
坐
す
高
光
る
日
の
御
子

に
豊
御
酒
献
ら
せ
…
…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
雄
略
天
皇
条
）

と
謡
わ
れ
、
花
の
照
る
美
し
さ
と
葉
の
広
い
こ
と
と
が
「
大
君
」
の
讃

美
と
な
っ
て
い
る
。
「
斎ゆ

つ
」
は
、
「
斎
つ
楓
」
「
斎
つ
爪
櫛
」
「
斎
つ
磐

村
」
と
あ
る
よ
う
に
神
聖
性
を
持
つ
語
で
あ
る
。
さ
ら
に
注
目
し
た
い
の

が
、
「
葉は

び

ろ広
」
の
語
で
あ
る
。
大
君
の
「
広ひ

ろ

り
坐
す
」
（
ゆ
っ
た
り
と
お
い

で
に
な
る
）
こ
と
と
ツ
バ
キ
の
葉
の
広
い
こ
と
と
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
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「
広
」
と
は
単
に
葉
が
広
い
こ
と
の
み
を
指
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
春

日
祭
祝
詞
に
み
え
る
「
宮み

や
は
し
ら
ひ
ろ
し

柱
広
知
り
」
と
い
う
語
句
に
つ
い
て
、
次
田
潤（

２
）

は
「
宮み

や
は
し
ら
ふ
と
し

柱
太
知
り
」
（
祈
年
祭
祝
詞
）
と
同
義
と
す
る
。
「
太
」
と
は
「
立

派
に
」「
し
っ
か
り
と
」
の
義
で
あ
る
。
「
葉
広
」
に
も
「
立
派
」
と
か
「
し
っ

か
り
し
て
い
る
」
の
義
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ら
ば

「
広
り
坐
す
」
の
「
広
」
も
単
に
「
ゆ
っ
た
り
と
」
の
義
の
み
で
は
な
く
、

「
太
」
に
も
通
じ
る
「
立
派
」
「
し
っ
か
り
」
の
義
も
つ
こ
と
に
な
る
。
だ

か
ら
「
広
」
が
大
君
讃
美
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
「
葉
広
」
を
冠
す
る
植

物
は
、
上
代
で
は
ツ
バ
キ
と
カ
シ
（
「
葉は

び

ろ

く

ま

か

し

広
熊
柏
檮
」
垂
仁
記
・
雄
略
記
）

の
み
で
あ
る
。
と
も
に
常
緑
喬
木
で
、
葉
は
厚
く
、
光
沢
を
も
っ
て
い
る

（
因
み
に
ツ
バ
キ
の
語
源
説
に
は
「
艶つ

や

ば

き

葉
木
」
「
厚あ

つ

ば

き

葉
木
」
と
す
る
意
見
が

あ
る
）
。

　

光
沢
が
あ
り
、
し
っ
か
り
と
し
た
厚
く
立
派
な
葉
を
も
つ
点
に
、
古
代

人
は
ツ
バ
キ
の
価
値
を
認
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
ツ
バ
キ
の
も
と
に
財
宝

を
埋
め
た
と
こ
ろ
、
宝
は
消
え
、
ツ
バ
キ
の
葉
が
黄
金
色
に
輝
い
た
と
い

う
伝
説
（
新
潟
県
柏
崎
市
鯨
波
）
な
ど
も
、
ツ
バ
キ
の
葉
に
光
沢
が
あ
る

点
に
よ
ろ
う
。
そ
し
て
光
沢
の
あ
る
葉
を
常
に
保
つ
ツ
バ
キ
に
生
命
力
と

永
遠
性
と
を
看
取
し
て
い
た
。
ツ
バ
キ
の
も
つ
神
聖
性
と
は
、
常
緑
樹
で

あ
る
こ
と
に
加
え
て
、
厚
く
し
っ
か
り
と
し
た
、
光
沢
の
あ
る
葉
を
も
つ

照
葉
樹
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。

 
 
 
 
 
 

三　

聖
な
る
樹
、
ツ
バ
キ

　

『
延
喜
式
』
神
名
帳
に
は
、
ツ
バ
キ
を
名
に
持
つ
神
社
が
散
見
す
る
。

　

⑩
椿
大
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
勢
国
鈴
鹿
郡
）

　

⑪
都つ

ば

き

婆
岐
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 

（
伊
勢
国
河
曲
郡
）

　

⑫
椿
岸
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
伊
勢
国
三
重
郡
）

　

⑬
椿
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
近
江
国
伊
香
郡
）

　

⑭
都つ

ば

き

ち

の

か

み

婆
只
知
上
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
因
幡
国
八
上
郡
）

 

『
延
喜
式
』
以
外
に
も
椿
大
明
神
（
陸
前
国
豆
利
郡
下
郡
村
）
、
都
波
岐

明
神
社
（
信
濃
国
筑
摩
郡
村
井
町
）
も
ツ
バ
キ
を
名
に
負
う
社
で
あ
る
。

　

⑩
伊
勢
の
「
椿
大
神
社
」
に
は
、
ツ
バ
キ
の
神
木
が
あ
り
、
御
祭
神
猿

田
彦
大
神
が
影
向
し
た
も
の
と
伝
え
る
（
謡
曲
「
鈿う

ず

め女
」
）
。
同
様
に
ツ
バ

キ
を
神
木
と
す
る
社
は
、
丹
生
大
明
神
社
（
伊
勢
国
飯
高
郡
丹
生
村
〔
『
丹

洞
夜
話
』
〕
）
や
、
仲
山
金
山
彦
神
社
（
岐
阜
県
不
破
郡
南
宮
大
社
〔
『
木

曽
路
名
所
図
絵
』
〕
）
、
金
屋
子
神
社
（
出
雲
国
島
根
郡
名
分
〔
『
雲
陽
誌
』
〕
）

な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
出
雲
国
神
門
郡
大
津
村
の
道
祖
神
は
、
社
殿
が
無
く
、

ツ
バ
キ
を
御
神
体
と
し
て
い
た
（
『
雲
陽
誌
』
）
。
柳
田
国
男（

３
）は

、
青
森
県

小
湊
の
椿
山
の
椿
明
神
な
ど
を
例
に
と
っ
て
、
「
椿
山
」
・
「
椿
崎
」
等
の

地
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
土
地
に
は
必
ず
ツ
バ
キ
が
生
え
て
お
り
、
神
が

祭
ら
れ
て
い
る
と
説
い
た
。

　

謡
曲
「
鈿
女
」
で
は
、
伊
勢
の
椿
大
神
に
「
仲
春
椿
の
盛
を
相
待
ち
」

て
御
神
楽
を
奉
る
と
い
う
。
仲
山
金
山
彦
神
社
奥
宮
の
高
山
神
社
の
例
祭

（
椿
祭
）
は
、
ツ
バ
キ
の
花
の
咲
く
頃
（
四
月
十
五
日
）
に
行
わ
れ
る
。

と
も
に
春
の
祭
で
あ
り
、
ツ
バ
キ
の
花
が
咲
く
姿
に
神
の
出
現
を
看
取
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

春
は
田
植
え
に
先
立
つ
準
備
期
間
で
、
儀
礼
的
に
は
山
の
神
を
田
の
神

と
し
て
迎
え
る
重
要
な
季
節
で
あ
る
。
そ
し
て
神
が
や
っ
て
来
る
兆
し
、

さ
ら
に
来
た
こ
と
を
民
衆
に
実
感
さ
せ
る
の
は
、
多
く
鳥
や
動
植
物
で

あ
っ
た
。
ツ
バ
キ
も
春
を
実
感
さ
せ
る
植
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　

逆
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
神
が
咲
か
せ
る
花
が
ツ
バ
キ
な
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
ツ
バ
キ
の
つ
ぼ
み
や
花
に
よ
っ
て
農
作
を
占
う
風
習
が
各
地
に
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残
る
（
ち
な
み
に
ツ
バ
キ
の
語
源
説
に
は
、
唾

つ
ば
き

〔
占
い
に
用
い
る
〕
と
同

源
と
す
る
も
の
も
あ
る
）
。
『
日
本
俗
信
辞
典
』（

４
）に

よ
れ
ば
、
ツ
バ
キ
の
花

が
咲
か
な
い
年
は
凶
作
（
群
馬
県
利
根
郡
）
と
い
い
、
逆
に
寒
中
に
ツ
バ

キ
の
花
が
多
く
咲
い
た
り
、
つ
ぼ
み
が
下
向
き
に
つ
く
の
は
豊
作
の
兆
し

（
山
形
県
庄
内
地
方
）
と
い
う
。
ま
た
、
ツ
バ
キ
の
花
の
多
い
の
は
豊
漁

（
宮
城
県
）
、
丘
の
ツ
バ
キ
の
枝
を
折
る
と
シ
ラ
ウ
オ
が
来
な
い
（
福
岡
県

前
原
町
）
と
も
い
う
。
占
う
内
容
は
土
地
土
地
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
根

幹
に
は
ツ
バ
キ
は
神
の
意
志
を
反
映
し
た
木
と
の
認
識
が
存
在
す
る
。
神

が
降
臨
す
る
木
だ
か
ら
花
は
神
の
意
志
を
表
す
。
花
の
咲
く
状
態
は
、
民

衆
の
生
活
上
、
重
要
な
関
心
事
（
農
耕
・
漁
労
の
吉
凶
）
で
あ
っ
た
。

　

神
の
降
臨
す
る
木
―
ツ
バ
キ
は
、
一
方
で
神
人
の
持
つ
杖
と
も
な
り
、

不
思
議
な
霊
力
を
有
す
る
木
と
も
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
平
安
朝
の

宮
中
で
は
、
正
月
の
上
卯
日
に
「
卯う

つ

え杖
」
（
魔
を
払
う
霊
力
を
も
つ
杖
）

を
奉
る
行
事
が
あ
っ
た
。
卯
杖
の
中
で
最
も
量
が
多
い
の
は
、
「
焼
椿

十
六
束
、
皮
椿
四
束
」
（
『
延
喜
式
』
大
舎
人
寮
）
と
記
さ
れ
る
よ
う
に
ツ

バ
キ
で
あ
る
。
東
大
寺
の
「
お
水
取
り
」
で
閼あ

か伽
水
を
香
水
に
変
え
る
「
牛

玉
杖
」
も
ツ
バ
キ
で
作
ら
れ
る
。
伝
説
で
は
偉
人
（
聖
徳
太
子
、
弘
法
大
師
、

後
醍
醐
天
皇
）
が
ツ
バ
キ
の
杖
を
地
に
挿
し
、
根
づ
い
て
大
木
に
な
っ
た

と
伝
え
る
。

（
５
）

杖
立
伝
説
は
ツ
バ
キ
固
有
の
も
の
で
は
な
い
が
、
ツ
バ
キ
の

杖
に
も
霊
力
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
弘
法
大
師
と
い
え
ば
、
手
に

し
て
い
た
桧
葉
に
「
わ
が
宿
願
果
た
し
て
遂
ぐ
可
く
ん
ば
、
此
の
葉
、
彼

の
木
（
注
―
ツ
バ
キ
）
に
生
い
付
く
べ
し
」（
『
塵
添
壒
嚢
抄
』
）
と
言
っ
て
、

は
た
し
て
ツ
バ
キ
に
桧
葉
が
付
い
て
「
桧
葉
椿
」
と
な
っ
た
。
偉
人
の
意

志
を
反
映
す
る
神
秘
的
な
ツ
バ
キ
で
あ
る
。
こ
の
「
桧
葉
椿
」
の
話
の
中

で
、
ツ
バ
キ
は
ウ
ケ
ヒ
的
な
卜
占
に
使
用
さ
れ
る
。

　

同
じ
く
ツ
バ
キ
を
携
え
て
い
た
者
に
、
八
百
比
丘
尼
（
人
魚
の
肉
を
食

べ
て
長
寿
を
得
て
、
諸
国
を
歩
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
）
が
い
る
。
福
井
県

小
浜
の
空
印
寺
の
八
百
比
丘
尼
像
は
ツ
バ
キ
を
手
に
も
っ
て
い
る
。
同
じ

く
空
印
寺
内
の
、
八
百
比
丘
尼
入
定
の
洞
に
は
、
自
ら
が
植
え
た
と
伝
え

る
ツ
バ
キ
が
生
え
て
い
る
。
柳
田
国
男（

６
）・

折
口
信
夫（

７
）は

、
女
性
の
神
人
集

団
が
ツ
バ
キ
の
枝
を
各
地
に
挿
し
、
そ
の
成
長
に
よ
っ
て
神
霊
の
意
を
占

う
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
、
八
百
比
丘
尼
か
ら
推
察
し
て
い
る
。
八
百
比

丘
尼
が
植
え
た
木
と
し
て
比
丘
尼
杉
が
著
名
だ
が
、
八
百
比
丘
尼
を
祀
る

宗
教
者
が
ツ
バ
キ
を
卜
占
に
用
い
た
こ
と
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
こ
と
で

あ
る
。

　

青
森
県
の
イ
タ
コ
は
、
神
降
臨
の
依
り
代
た
る
「
イ
ワ
コ
モ
リ
」
に
使

用
す
る
七
種
の
木
の
中
の
一
つ
に
ツ
バ
キ
を
用
い
る
。

（
８
）

ま
た
、
イ
タ
コ
は

ツ
バ
キ
で
作
っ
た
才
槌
を
大
切
に
す
る
と
か
、
オ
シ
ラ
サ
マ
を
ツ
バ
キ
で

作
る
者
も
い
る
と
か
い
う
。
さ
ら
に
、
口
寄
せ
の
時
、
ツ
バ
キ
で
作
っ
た

槌
を
縁
の
下
に
隠
し
ぶ
ら
さ
げ
て
お
く
と
、
占
い
が
当
た
ら
な
く
な
る
と

い
う
。
こ
れ
は
、
巫
女
の
知
ら
ぬ
間
に
、
招
か
ざ
る
神
霊
や
邪
霊
が
縁
の

下
の
ツ
バ
キ
に
降
り
て
き
て
占
い
の
妨
害
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
巫
女

が
ツ
バ
キ
と
深
く
関
わ
る
背
景
に
は
、
ツ
バ
キ
に
は
神
が
寄
り
付
く
、
と

の
考
え
が
存
在
す
る
。
ツ
バ
キ
は
神
の
降
り
る
木
、
神
霊
の
意
志
を
示
す

木
で
あ
っ
た
の
だ
。

　
　
　

四　

禁
忌
の
木　

　

こ
こ
ま
で
は
ツ
バ
キ
を
神
の
木
と
し
て
見
て
き
た
。
し
か
し
、
民
俗
の

中
に
は
こ
の
木
を
不
気
味
か
つ
不
吉
な
木
と
捉
え
る
例
も
少
な
く
な
い
。

近
世
の
記
録
に
よ
る
と
、
ツ
バ
キ
の
朽
木
が
夜
に
光
る
（
『
大
和
本
草
』
）

と
か
、
ツ
バ
キ
に
六
、
七
才
の
小
児
の
手
が
生
じ
た
（
『
見
聞
雑
記
』
）
と
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か
い
う
。
実
際
に
は
、
光
り
を
放
つ
菌
や
餅
病
と
呼
ば
れ
る
病
害
に
よ
る

も
の
で
あ
る（

９
）。

　

ま
た
ツ
バ
キ
は
、
化
け
る
と
も
い
わ
れ
る
。
天
井
を
雷
の
よ
う
な
音
が

歩
き
回
る
の
は
、
大
工
の
棟
梁
が
天
井
に
置
き
忘
れ
た
ツ
バ
キ
の
木
で

作
っ
た
槌
の
せ
い
で
あ
る
と
い
い
、
和
歌
山
の
天
方
氏
の
邸
で
は
、
門
を

閉
じ
る
と
暴
れ
る
天
狗
は
ツ
バ
キ
の
木
の
上
に
出
現
す
る
と
い
う
。
山
の

神
・
宗
教
者
の
変
わ
り
果
て
た
姿
と
言
わ
れ
る
天
狗
が
登
場
す
る
の
は
興

味
深
い
。
神
秘
的
な
木
で
あ
る
が
故
に
、
下
級
の
精
霊
・
邪
霊
た
ち
も
こ

の
木
に
宿
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
の
他
に
は
、
屋
敷
内
に
植
え
な
い
、
枝
を
折
っ
て
は
い
け
な
い
、
花

を
頭
に
挿
す
と
病
気
・
気
違
い
に
な
る
、
祟
る
、
病
人
の
見
舞
い
に
持
っ

て
い
く
こ
と
を
忌
む
、
ツ
バ
キ
の
木
で
道
具
を
作
る
こ
と
を
忌
む
、
な
ど

の
言
い
伝
え
が
各
地
に
あ
る
。

　

ツ
バ
キ
を
忌
む
信
仰
の
背
景
に
は
、
近
世
以
降
の
武
家
の
風
習
（
ツ
バ

キ
の
花
の
落
ち
る
様
に
首
の
落
ち
る
姿
を
連
想
し
、
ツ
バ
キ
を
嫌
う
）
の

影
響
も
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
忌
む
理
由
に
つ
い
て
、
「
お
寺
の
木
だ
か
ら
」

「
墓
に
捧
げ
る
木
だ
か
ら
」
と
す
る
土
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
原

初
的
に
は
や
は
り
、
聖
な
る
木
で
あ
る
こ
と
に
基
づ
い
て
の
忌
み
で
あ
っ

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
神
霊
の
依
り
代
た
る
聖
樹
だ
か
ら
、
一
般
人
が

触
れ
る
こ
と
を
戒
め
る
た
め
に
如
上
の
言
い
伝
え
は
発
生
し
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
頭
に
挿
す
と
気
違
い
・
病
気
に
な
る
と
い
う
の
は
、
花
に
降

り
来
た
神
が
そ
の
人
に
憑
依
し
て
し
ま
う
か
ら
だ
ろ
う
し
、
「
枝
を
折
る

な
」
と
い
う
の
も
神
の
木
で
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

　

青
森
県
小
湊
椿
山
の
椿
明
神
の
伝
え
で
は
、
約
束
し
た
男
が
戻
っ
て
来

な
い
こ
と
を
悲
し
ん
で
女
は
入
水
す
る
。
そ
の
後
男
は
戻
っ
て
き
て
土
産

の
ツ
バ
キ
の
実
を
蒔
き
、
ツ
バ
キ
が
生
え
た
と
い
う
。
だ
か
ら
、
ツ
バ
キ

を
折
る
と
、
入
水
し
た
女
の
霊
が
現
れ
る
と
伝
え
る
。
こ
れ
な
ど
も
、「
折

る
な
」
の
禁
が
神
霊
へ
の
敬
意
の
表
れ
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
わ
か
る
。
聖

な
る
も
の
が
聖
な
る
が
故
に
忌
み
避
け
ら
れ
、
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中

で
不
吉
な
も
の
へ
と
変
身
し
て
し
ま
う
、
そ
ん
な
聖
な
る
も
の
の
宿
命
を

ツ
バ
キ
も
た
ど
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　

お
わ
り
に

 
 

ツ
バ
キ
は
春
の
木
と
し
て
、
神
の
意
志
を
示
す
聖
樹
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
実
用
的
な
道
具
類
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。
近
世
以
降
、

そ
の
油
が
珍
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
そ
れ
以
前
は
殆
ど
使
用
さ
れ
な

か
っ
た
よ
う
だ
。

　

た
だ
し
『
日
本
書
紀
』
景
行
天
皇
条
、
『
豊
後
国
風
土
記
』
に
は
、
ツ

バ
キ
の
木
で
武
器
を
作
っ
た
旨
を
伝
え
る
。
極
め
て
堅
い
材
質
な
の
で
、

武
器
と
し
て
は
適
し
て
い
た
。
南
方
熊
楠
も
、
犬
殺
し
・
人
殺
し
の
た
め

の
「
毒
木
」
と
し
て
の
ツ
バ
キ
を
あ
げ
る
。
ツ
バ
キ
は
、
材
質
が
固
い
こ

と
に
加
え
て
、
相
手
を
倒
す
霊
力
を
有
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
花
・
葉
・
幹
が
も
つ
特
異
性
の
た
め
に
、
ツ
バ
キ
は
人
々

に
讃
美
さ
れ
た
が
、
逆
に
人
を
遠
ざ
け
る
結
果
を
も
招
い
て
し
ま
っ
た
。

注
（
１
）�

古
代
日
本
に
お
い
て
、
ツ
バ
キ
に
「
椿
」
字
を
用
い
る
こ
と
は
、　

七
〇
〇
年
前
後
に
定
着
し
て
い
た
（
瀬
間
正
之
『
記
紀
の
表
記
と

文
字
表
現
』
お
う
ふ
う
、
二
〇
一
五
年
二
月
）
。

（
２
）
次
田
潤
『
祝
詞
新
講
』
明
治
書
院
、
一
九
二
七
年
七
月

（
３
）�

柳
田
国
男「
椿
は
春
の
木
」（『
定
本
柳
田
国
男
集
第
二
巻
』筑
摩
書
房
、

一
九
六
八
年
七
月
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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（
４
）
鈴
木
棠
三
『
日
本
俗
信
辞
典
』
角
川
書
店
、
一
九
七
二
年
一
一
月

（
５
）�
柳
田
国
男
『
日
本
伝
説
名
彙
』
日
本
放
送
出
版
協
会
、
一
九
五
〇

年
三
月

（
６
）
柳
田
国
男
前
掲
書
、
注
（
３
）

（
７
）�

折
口
信
夫
「
花
の
話
」
（
『
折
口
信
夫
全
集
第
二
巻
』
中
央
公
論
社
、

一
九
五
五
年
一
二
月
）

（
８
）�

桜
井
徳
太
郎
『
日
本
の
シ
ャ
マ
ニ
ズ
ム　

上
巻
』
吉
川
弘
文
館
、　

一
九
七
四
年
一
一
月

（
９
）
白
井
光
太
郎
『
植
物
妖
異
考
』
岡
書
院
、
一
九
二
五
年
一
〇
月

（
10
）�

南
方
熊
楠
「
桜
を
神
木
と
す
る
こ
と
」
（
『
南
方
熊
楠
全
集　

４
』　

平
凡
社
、
一
九
七
二
年
七
月
）

（
11
）
前
掲
『
日
本
俗
信
辞
典
』
、
注
（
４
）

（
12
）
南
方
熊
楠
前
掲
書
、
注
（
10
）
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